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日本産キバチ科解説 

 

寺山 守 

 

〒339-0054 さいたま市岩槻区仲町 2-12-29 

 

 

An outline of the wood wasps in Japan (Hymenoptera: Siricidae) 

 

Mamoru TERAYAMA 
 

Nakacho 2-12-29, Iwatsuki-ku, Saitama 339-0054, Japan 

 

Abstract. The family Siricidae comprises about 122 described species in 10 genera worldwide. 

This family can be easily distinguished from the other Symphyta families by the abdomen, 

which is long cylindrical shaped. A list of the 21 species in 6 genera of Siricidae in Japan is 

presented. The history of the research on Japanese Siricidae, host records, and a key to the 

genera and species are also provided. 

 

Key words: Hymenoptera, Siricidae, Japan, history, key 

 

摘要 キバチ科は，現在世界に 10 属約 122 種が記録されている．本科は，大型種で細長い筒状の

腹部を持つことで，広腰亜目の他の科と容易に区別される．今回，日本からキバチ科のハチとして，

6 属 21 種を確認した．日本のキバチ科の研究史，寄主植物目録，寄生者目録を提示するとともに，

属並びに種の検索表を提示した． 

 

はじめに 

 

 キバチ類は，中型から大型の筒状の体の細長

い形態をもつハチで，温帯域を中心に世界に 10

属約 122 種(2022 年段階)が知られている．黄色

と黒色や瑠璃色光沢をした目立つ色彩の種も

多い． 

 和名の通り，幼虫は衰弱木や枯れ木，伐採木

を餌とし，樹幹内に穿孔して棲む．また，多く

の種で，材木に木材腐朽菌を産卵時に植え付け，

材内で増殖した菌類により腐食させた木質を

食べて成長する(井上, 1960; 福田, 1997)．幼虫

が食材性であることから，林業害虫や家屋害虫

となり，材の品質を低下させる被害が生じる(富

樫, 1984; 奥谷, 1987; 佐々木, 2017)．また，共

生菌により材が変色し，商品価値をさげること

もある(井上, 1960; 佐々木，1996; 坂本, 1998; 

田端, 2003; 山口, 2016; 佐藤, 2017).  

 本報で，日本産のキバチ類を紹介し，研究の

歴史や生態についても要約する． 

 

分類 

 

 膜翅目の中で，形態的に他科との区別は容易

である．海外ではキバチ類を wood wasps ある

いは horntails と呼んでいる．キバチ上科

Siricoidea の中にキバチ科 Siricidae のみが見

られ，キバチ科はキバチ亜科 Siricinae とヒラ

アシキバチ亜科 Tremecinae の 2 亜科に区分さ

れる．系統的にはキバチ類は，クビナガキバチ

上科 Xiphydrioidea と姉妹群を構成し，(クキバ

チ 上 科 Cephoidea+( ヤ ド リ キ バ チ 上 科
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Orussidae＋細腰類の食肉ハチ類 Apocrita))と

姉妹群関係を形成すると考えられている

（Peters et al., 2017; Blaimer et al., 2023; 図

1）．キバチ上科＋クビナガキバチ上科を含めた

これらのクレードを短距ハチ亜目 (Suborder 

Unicalcarida)と呼び，ヤドリキバチ上科＋細腰

類を食肉ハチ下目(Infraorder Euhymenoptera 

(=Vespina))と呼ぶ(Klopfstein et al., 2013; 図

2)． 

 キバチ類の触角は，短く弱い紡錘状(ヒラアシ

キバチ亜科)から長い糸状（キバチ亜科）で，15

節から 25 節よりなる．小顎鬚は 1 節，下唇鬚

は 2-3 節よりなり，先端節は著しく膨大する．

前胸背板は大きく，中央付近で狭くなる．肩板

は小さく，中胸背の前盾板は特に区画されない．

翅は細長く頑丈で，多数の翅脈と翅室がある．

腹部は円筒形で，尾端に刺状に突出した尾角が

ある．メスではさらにドリル状の長い産卵管を

もつ．雌雄で色彩の異なる種が多い． 

 本科は旧北区，新北区，東洋区を中心に，化

石を除き，10 属が記録されている（Taeger et al., 

2018）．オーストラリア区には自然分布をしな

いが，人為的移入種が定着し，被害を与えてい

る．日本では，「日本産昆虫総目録」で 6 属 22

種が記録され(内藤, 2019)，「日本産キバチ・ハ

バチ図鑑」で 6 属 20 種としてあるが，これら

の中には分類学的に検討を要する種が複数含

まれていることも示している(内藤, 2020)．その

後，Shinohara(2022, 2023)によりミナミヒラ

アシキバチ属 Eriotremex とヒラアシキバチ属

Tremex が整理された結果，日本産のキバチ類

は 6 属 21 種となった． 

 

生態 

 

 詳しい生活史はほとんどの種で判明してい

ない．1 世代を経るのに 1-2 年かかるものが普

通で，条件によっては 3 年以上を要する場合も

ある．ニホンキバチ Urocerus japonicus とニト

ベキバチ Sirex nitobei では大多数が１年で羽

化し，一部の個体が 2, 3 年で羽化する．オナガ

キバチ Xeris malaisei では約半数の個体が 1 年

で羽化し，残りが 2, 3 年で羽化する(金光, 1978)．

トドマツノキバチ Xoanon matsumurae では

2-3 年で羽化するとされている(林ら, 1985)．オ 

ーストラリアの外来種ノクチリオキバチ Sirex 

noctilio でも多くの個体が 1 年で羽化し，一部

が 2, 3 年で羽化する(Morgan, 1968)．木材中で

羽化した個体は，大あごを使って幹に穴を空け

て木から脱出する． 

 メスには菌嚢(mycangia; マイカンギア)ある

いは節間菌室(inter segmental sac)と呼ばれる

特殊な袋が産卵鞘基部の上側にあり，この中に

木材腐朽菌の胞子が蓄えられている．そして，

産卵時にこの胞子を木材に植え付け，木材で増

殖させる．これらの菌の働きで，木質から栄養

を得ている．キバチ亜科は針葉樹を，ヒラアシ

キバチ亜科は広葉樹を寄主植物とする． 

 立枯木や伐採木に産卵あるいは交尾のため

に集まる．メスは木の中に突き刺して産卵する

ための長い産卵管をもち，さらには衰弱木を枯

らすための毒腺を発達させている．ただし，産

卵管を樹幹に咲き込んだまま死ぬ個体を良く

見かける．キバチ亜科のルリキバチ属 Sirex，

キバチ属 Urocerus，オナガキバチ属 Xeris では，

食樹となる針葉樹が出すモノテルペン炭化水

素 (monoterpene hydrocarbon) に 誘 引 さ れ

(Mstsumoto & Sato, 2007, 2012; Kuramitsu 

et al., 2019)，ニホンキバチのメスは，特に針葉

樹が放つピネン(α-pinene)に誘引されること

が 知 ら れ て い る (Sato & Maeto, 2006; 

Matsumoto & Sato, 2012)． 

 

研究史 

 

 日 本 か ら の 最 初 の キ バ チ の 報 告 は ，

Smith(1874)による兵庫(原記載では Hiogo)か

らのニホンキバチ Urocerus japonicas (=Sirex 

japonicus)である．その後，Konow (1896)によ

るヒラアシキバチ Termex longicollis（タイプ

産地名は Japonia）の記載があり，さらに

Marlatt (1898)によるヒラアシキバチ Tremex 

similis (=Tremex longicollis Konow, 1896)と

ヒゲジロキバチ Urocerus antennatus (=Sirex 

antennatus)の記載がある．Marlatt (1898)の記

載したヒゲジロキバチのタイプ産地のGibaは，

Gifu の誤植かラベルの判読ミスと思われる．論

文には，採集品は(東京帝国理科大学で日本人と

して最初の動物学の教授となった)箕作佳吉に

よるもので，ほとんどの採集ラベルは日本語で
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図 1. キバチ上科の系統関係(Blaimer et al. (2023)を改変)．キバチ上科 Siricoidea はクビナガキバチ上科

Xiphydrioidea と姉妹群を構成する． 

 

 

表 1. 日本産のキバチ科 Siricidae の属，種数．亜科の括弧内の数字は，属数，種数を示す． 

           

 亜科，属  種数  亜科，属  種数 

           

  キバチ亜科 Siricinae (4, 9)    ヒラアシキバチ亜科 Termecinae (2, 12) 

ルリキバチ属 Sirex   2 ミナミヒラアシキバチ属 Eriotremex 4 

キバチ属 Urocerus   5 ヒラアシキバチ属 Tremex  8 

オナガキバチ属 Xeris  1 

マダラキバチ属 Xoanon  1    計 16 属 21 種 
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図 2. 2013 年段階でのハチ目の系統樹(Klopfstein et al., 2013 を改変)．本解析結果では，ナギナタハバチ上科

(Xyeloidea; ナギナタハバチ亜科 Xyelinae＋オオナギナタハバチ亜科 Macroxyelinae)が単系統群となら

ない．この段階では，キバチ上科，クビナガキバチ上科，クキバチ上科の 3 上科間の系統関係は未確定

であった(Klopfstein et al., 2013). 

 

書かれているとされている(実際は下記に示す

通り名和靖による 1892年か 1893年の採集品で

あろう)．箕作は 1881 年から在職中に逝去する

1909 年まで東京帝国理科大学に所属し，

1901-1907 年には大学学長を務めている．箕作

は，明治 26(1893)年開催の米国シカゴ世界博覧

会(コロンブスの米大陸発見 400 年記念)に日本

産昆虫標本を出品した．これは米国から日本の

文部省(実質的には東大, 箕作教授)に要請があ

ったもので，その昆虫類の収集および標本作製

には名和靖が当たった．明治 25(1892)年に東大

(箕作)から前記の出陳標本について依頼された

とされている．そして，これらの標本はそのま

まワシントンの米国国立博物館(USNM)に寄贈

された．これに基づいて Marlatt(1898)はハバ

チ，キバチ類の記載を行った(小西, 1997)． 

 松村松年(1898；明治 31 年)の「日本昆虫学 

(裳華房)」には，キバチ科を樹蜂科（じゅほう

科）として“キバチ(独脚蜂)(学名からはニホンキ

バ チ に な る )”Urocerus japonicas (=Sirex 

japonicus)と “ルリキバチ (＝ノクチリオキバ

チ)”Sirex noctilio (=Tremex noctilio)の 2 種が

掲載されている．キバチ類としては日本で初め

てとなる図が示されている(図 3)．ただし，図示
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されたキバチ(独脚蜂)はニホンキバチには見え

ない．むしろ，松村の標本をもとに 1910 年に

札幌から新種として記載されたトドマツノキ

バ チ Xoanom matsumurae (=Sirex 

matsumurae)に良く似ている．松村自身も同一

の図を「最近昆虫学 (警醒社書店) (1905)」に再

度掲載し，しかも Sirex elegans Mats.の学名を

ここで与え，和名を“おほきばち”としている(図

4)．松村は 1906 年から 4 冊組の「日本千虫図

解 (警醒社書店)」の出版を行っており，あるい

はここでの記載を予定していたのかも知れな

い．しかし，標本は恐らく松村によって合衆国

の United States National Museum (USNM)

へ送られ， Rohwer (1910) によって Sirex 

matsumurae (=Xoanom matsumurae)の名で

記載されることとなった．命名規約上 Sirex 

elegans は有効名と判断されることから問題を

残している．ルリキバチ(＝ノクチリオキバチ)

は旧北区に生息する種であるが，南アフリカ，

オーストラリア，北米に侵入，定着し樹木に被

害を与えている．日本からの記録はない．松村

が，日本産種として本種を上げたのかどうかは

本書の文面からは読み取れず不明である． 

本種を上げたのかどうかは本書の文面からは

読み取れず不明である．  

 1901 年に，佐々木忠次郎の「日本果樹害虫篇

上巻 (成美堂書店)」が発行され，そこにマツ害

虫としての松木蜂(マツキハチ)Sirex juvencus

とモミ類害虫としての樅類ノ大木蜂 Sirex 

gigas が図入りで紹介されている(図 5)．いずれ

もヨーロッパの論文をもとに紹介されたもの

である．国内でのキバチの存在と，被害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 「日本昆虫学 (裳華房)」(松村, 1898)の“キ

バチ(独脚蜂)”Sirex japonicas の図．本個体

はニホンキバチ(Sirex japonicus)ではない． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4. 「最近昆虫学 (警醒社書店)」(松村, 1905)中の“おほきばち”Sirex elegans Mats.の図．「日本昆虫学 (裳

華房)(1898)」の“キバチ(独脚蜂)”Sirex japonicus と同一の図である．左, 1905 年版(初版)による図

(第 166 図); 右, 1933 年版による図(第 165 図).  
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図 5.「日本果樹害虫篇上巻 (成美堂書店)」(佐々木忠次郎, 1901)の樅類ノ大木蜂 Sirex gigas (左図)と松木蜂(マ

ツキハチ) Sirex juvencus (右図)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6. 「増訂日本千虫図解 第 2 巻 (刀江書院)」松村(1930)のキバチ類の図．21, マツオオキバチ; 22, マツ

キバチ; 23, カラフトキバチ; 24, クロキバチ. 

 

は分かっていたのであろうが，分類が全く出来

ていない状態であったのであろう．1905 年に，

前述したが松村による「最近昆虫学 (警醒社書

店)」が出版され，オオキバチ Sirex elegans 

Mats.が図示されている．1906 年には松村によ

る「日本害虫目録 (六盟館)」が出版された．本

書にキバチは 4 種が掲載されている．すなわち，

クロキバチ Strix[!] antennatus，マツノオオキ

バチ Strix[!] elegans Mats.，マツキバチ，キバ

チ(獨脚蜂) Strix[!] japonieus[!] Sm.，ヒラアシ

キバチ Tremex simlis Marl.である．3 種に適

用されている Strix は鳥のフクロウ属のことで，

現在日本野鳥の会の会誌名にも使われている．

恐らく，Sirex と使うべきところを勘違いした

のであろう．「最近昆虫学」でオオキバチとし

たものは，ここではマツノオオキバチの和名と
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なっている．また「日本昆虫学」でキバチ(獨脚

蜂 ) と し た Sirex japonicus (=Urocerus 

japonicas) にマツキバチの和名を与え，被害植

物をマツと明記している．Rohwer (1910)は，

ト ド マ ツ ノ キ バ チ Xoanom matsumurae 

(=Sirex matsumurae)を札幌産の個体により記

載した．種小名に献名された松村松年(1912)は，

本種にマツオオキバチの和名を与えている(和

名が 1905 年オオキバチ，1906 年ではマツノオ

オキバチと次々と入れ替わっている )．松村

(1912, 1930)の「続日本千虫図解 巻之四 (警醒

社書店)」，「増訂日本千虫図解 第 2 巻 (刀江書

院)」に現日本領土産のものとして 7 種のキバチ

が掲載されている(図 5)．つまり，マツオオキバ

チ(＝トドマツノキバチ)，マツキバチ(＝ニホン

キバチ)，クロキバチ(学名上はヒゲジロキバチ), 

ニトベキバチ，ヒメキバチ(＝ニホンキバチ)，

ヒラアシキバチ，クロヒラアシキバチである．

ただし，ヒメキバチ Sirex sinuatus はニホンキ

バチの同物異名で，本種の小型の個体であった．

また，ここではヒラアシキバチの学名が

Tremex similis となっているが, 本種は後に T. 

longicolis の同物異名とされた．クロキバチに

Sirex antennalis(ヒゲジロキバチ)の学名を適

用しているが，図からは本種には見えない．ク

ロヒラアシキバチは札幌産の個体をもとに新

種として記載され，ニトべキバチは青森県産の

個体をもとに記載された．その他，松村の図鑑

には，樺太産の種としてカラフトキバチ

Urocerus gigas (=Sirex gigas)，コルリキバチ

Sirex juvencus, ヒ ゲ ジ ロ コ キ バ チ Sirex 

ogumae ( ヒ ゲ ジ ロ キ バ チ Urocerus 

antennatus の同物異名)が掲載され，台湾産種

と してタ イワン ヒラア シキバ チ Tremex 

formosanus (=Eriotremex formosanus)が記載

されている． 

 1917 年に矢野宗幹は，日本産キバチ科の最初

の目録を提供し，同時にナワキバチ Urocerus 

yasushii (=Sirex Yasushii [sic.])を記載した(図

7)．矢野の目録には，現日本領土産として 8 種

が掲載されている．本目録で，松村松年が提唱

したマツノオオキバチをトドマツノキバチに，

カラフトキバチをモミノオオキバチに，クロキ

バチをヒゲジロキバチに改称している．さらに，

マツキバチがマツを摂食することを疑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7. 矢野(1917)によるナワキバチ Sirex yasushii 

Yano. 

 

問視し，和名をマツキバチからニホンキバチに

改称している．この目録には，Urocerus gigas

が北海道を産地として掲載されていた．しかし

その後，矢野(1932)では，北海道の記録を消去

している．本種は竹内(1955)にも日本産種とし

て挙げられていなかったが，Togashi (1969)に

よって石川県鶴来町から U. gigas gigas として

報告され，日本からの分布が確認されることと

なった．一方，日本産のものを U. gigas 

orientalis(モミノオオキバチ )とする見解もあ

る(内藤, 2019, 2020)．(富樫・長瀬, 2009)では

北海道産のものを U. g. orentalis，本州産のも

の を U. g. taiganus と し て 報 告 し た ．

Benson(1943)は，フィンランド，北部ロシア，

シベリア，日本産の資料を元に U. gigas 

taiganus を記載している．ただし，日本からの

記録は松村(1930)に基づくとしている．しかし，

松村の解説(1912, 1930)では，カラフトキバチ

(U. gigas)は旧日本領の樺太に産し，北海道では

見られないと記しており，Benson(1943)は，旧

日本領の記録を使ったことになり日本からの

記録にはならない．本亜種の初記録は富樫・長

瀬(2009)による山梨県からの記録になり，U. g. 



 Insecta Akitsushimana (4)  1 July 2023  

8 

 

taiganus (カラフトキバチ)として報告されてい

る．ただし，本亜種は，現在暫定的に U. gigas 

gigas の同物異名と見なされてもいる(Taeger 

et al., 2010, 2018)．以上のとおり，本種の学名

の適用については混乱しており，分類学的検討

を必要としている． 

 1930 年代に入ると，一斉に複数の図鑑類が出

版された．岡崎常太郎は 1930 年に全文ひらが

なで書かれた「コンチュー700 シュ (松邑三松

堂)」を出版した．キバチ類は“キバチ”Tremex 

fuscicornis(学名はキマダラヒラアシキバチ)と

クロヒラアシキバチの 2 種のみが掲載されてい

る．“キバチ”は本文で別称クチギキバチとして

いる．本書は戦後，三省堂によって「原色昆虫

図譜 (三省堂)」としてカラー図版をそのまま用

い，文章を漢字ひらがな文として出版されてい

る(1954)．松村松年は 1931 年に「日本昆虫大

図鑑 (刀江書院)」を著したが，キバチ類では松

村の 1912 年, 1930 年出版の図鑑の原図をその

まま用いており, 現日本領土産の 7 種が掲載さ

れている．また同年に，村越三千男(東京博物学

研究会編)による携帯が可能な図鑑として「集成

昆虫図鑑 (修教社書院)」が出版された．図は松

村による「日本千虫図解」，「続日本千虫図解」

のものを転写したもので，キバチはヒラアシキ

バ チ Tremex similis ， ク ロ キ バ チ Sirex 

antennalis，ニトベキバチ Sirex nitobei の 3

種が掲載されている．松村(1912)の図鑑の転写

であることから，クロキバチがヒゲジロキバチ

には見えない色彩となっている．1932 年には松

村の「大日本害虫図説 (明治図書)」が出版され

ている．キバチは樺太から記録されているもの

も含め 6 種が掲載されており，それぞれの種に

被害植物名が示されている．同年に出版された

松村の「通俗昆虫図説 第 4 巻 (春陽堂)」は，

彩色図を用いており，キバチはマツオオキバチ，

クロキバチ，マツキバチ，クロヒラアシキバチ

の 4 種が掲載されている．矢野(1932)が担当し

た「日本昆虫図鑑 (北隆館)」では, “きばち（樹

蜂）科”として，現在の国内産種 7 種(ニホンキ

バチ，ヒゲジロキバチ，ニトベキバチ，キマダ

ラヒラアシキバチ，ヒラアシキバチ，クロヒラ

アシキバチ , オナガキバチ)が精密な描画とと

もに掲載されている(図 9)．キマダラヒラアシキ

バチとオナガキバチ(図鑑ではヲナガキバチ)の

和名がここで初めて登場し，ヒラアシキバチの

オスを短い記述であるが初めて記載している．

クロヒラアシキバチは北海道がタイプ産地で

あるが，分布が本州となっている．1933 年には

加藤正世の「分類原色日本昆虫図鑑 (厚生閣)」

と平山修次郎による「原色千種昆虫図譜 (三省

堂)」が出版された．加藤の図鑑ではニトベキバ

チ，キマダラヒラアシキバチ，ヒラアシキバチ，

マツキバチ(＝ニホンキバチ)の 4 種が掲載され

ており，マツキバチは雌雄が載っている．平山

による図鑑ではマツキバチ(＝ニホンキバチ)と

クロヒラアシキバチの雌雄個体がそれぞれ掲

載されている．本図鑑の続編となる「原色千種

続昆虫図鑑 (三省堂)」(1937)ではクヌギキバチ

(=キマダラヒラアシキバチ)とヲナガキバチの 2

種が掲載されている．第 55 図版第 9 図をニト

ベヒラグチキバチとしているが，ニトベヒラク

チハバチの誤りである．1939 年出版の「原色日

本昆虫図説 (三省堂)」には，ヲナガキバチ，ヒ

ラアシキバチ，ニホンキバチの 3 種が掲載れて

いる (図 8)．担当は安松京三で，Urocerus 

japonicus にマツキバチではなく矢野(1917)が

提唱したニホンキバチの和名を当てている．ま

た，ヒラアシキバチの幼虫の寄生蜂の記述が見

られる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8．「原色日本昆虫図説 (三省堂) (1939)」のヒラ

アシキバチ． 
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図 8．「日本昆虫図鑑 (北隆館) (1932)」に掲載された“きばち（樹蜂）科”．左上から，モミノオオキバチ(国

外種), ニホンキバチ，ニトベキバチ，ヒゲジロキバチ; 左下から，キマダラヒラアシキバチ，ヒラアシ

キバチ, オナガキバチ，クロヒラアシキバチ. 

 

 戦後の図鑑では，「日本昆虫図鑑 (北隆館)」

(1950)の“きばち科”を竹内吉蔵が担当している．

ただし，キバチの図は 1932 年出版のものの 7

種がそのまま使われている．竹内はさらに 1955

年に日本産キバチ類の検索表を発表し，5 属 11

種を認めている．ここで，ナカネヒラアシキバ

チ Tremex nakanei を新種として記載し，中国

（浙江省杭州）から記載された(Maa, 1949)カ

タマルヒラアシキバチ Tremex contractus を初

めて日本から報告している．さらに，国外種が

輸入材とともに侵入する可能性を海外の状況

から指摘している．竹内著(1955)の「原色日本

昆虫図鑑(下) (保育社)」には 9 種のキバチが掲

載されている．1958 年出版の河田・加藤編の「新

原色昆虫図鑑 (三省堂)」ではクロヒラアシキバ

チとニトベキバチの 2 種が取り上げられている． 

 1962 年には竹内による「日本昆虫分類図説 

膜翅目 キバチ科 (北隆館)」が出版された。こ

の中に当時の日本産種 2 亜科 5 属 12 種全てが

取り扱われており，標本写真のカラープレート

１枚が添付されている．このカラープレートに

は 12 種全てが収められている．ここで，コル

リキバチ Sirex juvencus が北海道からの記録

をもとに，初めて日本から報告されている．本

種は後に本州の亜高山帯にも生息することが

判明し，九州からも記録された(奥谷, 1971; 阿

部・富樫, 1989)．1965 年に「原色昆虫大図鑑 第

3 巻 (北隆館)」が出版されたが，キバチ科は 5

種のみの掲載であった(富樫, 1965)．ヒラアシキ

バチの学名がTremex fuscicornisとなっていた

ものを，2008 年の新訂版で T. longicornis に修

正されている．同年の 1965 年出版された古川

らの「原色昆虫百科図鑑 (集英社)」でもキバチ

科は 5 種が掲載されている(奥谷, 1965)． 

 1971 年に竹内(1955, 1962)以来となるキバ

チ科の属の検索表が奥谷により示され，幼虫の
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検索も示されている．また，九州（英彦山）か

ら の タ イ ワ ン ヒ ノ キ キ バ チ Urocerus 

multifasciatus が報じられている(奥谷, 1971; 

Togashi, 1972)．ただし，本種は輸入材からも

得られており(Yamasaki, 1966)，九州の記録も

人為的移入による記録の可能性が高いとされ

ている(内藤, 2019, 2020)．属までの検索表とし

ては他に内藤・吉田(2006)による絵解きのもの

がある．1989 年に「日本昆虫目録」が編纂され，

ここにキバチ科として 6 属 15 種が掲載されて

いる(阿部・富樫, 1989)．その後 Togashi によ

り，Urocerus tsurugianus (2002), Eriotremex 

yamasakii (1990), E. makiharai (2005), 

Tremex kaedei (1997), T. okinawensis (1997), 

T. kurokivorus (2006), T. sudajii (2006)の 7 種

が記載され，内藤(2019)による「日本昆虫目録」

には 6 属 22 種が掲載されている．ただし，本

目録の中で，内藤は Urocerus tsurugianus が

ニホンキバチの同物異名の可能性を指摘し，

Tremex sudajii は，明らかに Eriotremex 属で

あるとし，かつ E. makiharai の同物異名であ

る可能性が高いことを指摘した．さらに，岡山

から 2 個体が得られたニセタイワンヒラアシキ

バチ Eriotremex yamasakii がタイワンヒラア

シキバチ E. formosanus に酷似し，同物異名で

ある可能性を指摘している．タイワンヒラアシ

キバチは北米に人為的に移入し，一部で定着し

ている．フロリダでは個体群密度を増し普通種

となっている(Smirh, 1986)．日本でも，近年に

なって本州や奄美大島の各地で得られており，

人為的移入がなされ，かつ本邦で定着を果たし

た種と判断される．2020 年に出版された「日本

産ハバチ・キバチ類図鑑」では，上記 U. 

tsurugianus, T. sudajii, E. yamasakii に加え

て ， タ イ ワ ン ヒ ノ キ キ バ チ Urocerus 

multifasciatus を輸入外材から羽化した外来種

の可能性が高いとして，日本のハチ相から外し，

日本産種として 6 属 18 種が検索表中に掲載さ

れている．標本写真プレートには 11 種が掲載

されている．一方，近年外来種のアメリカヒゲ

ジロキバチ Urocerus albicornis が長野県や山

梨県の森林地帯で得られており (高橋 , 2009; 

Kuramitsu et al., 2019)，国内での定着と判断

せざるを得ない． 

 2022 年に Shinohara による日本産ミナミヒ

ラアシキバチ属 Eriotremex の総説が出され，2

新種(E. quadricinctus, E. ruficolis)を含む 4 種

にまとめられた．さらに 2023 年にはヒラアシ

キバチ属 Tremex が Shinohara によってまとめ

られ，2 新種(T. bicinctus, T. katayamai)を含む

8 種が認められた． 

 以上から，2023 年段階での日本産のキバチ類

は，国内定着と判断されるアメリカヒゲジロキ

バチとタイワンヒラアシキバチを含めて 2 亜科

6 属 21 種と言うことになる． 

 

日本産キバチ科目録 

 

 メスの体長に産卵管を含めない．前胸と腹部

の体色は特に説明がなければ，背板の背面から

の色彩を示す．形態の記述はメスを主体として

いる．腹部第 9 節の precornal basin を尾円盤

と表記し，腹部第 10 節を尾節と表記した． 

 

   キバチ上科 Siricoidea Billeberg, 1820 

  キバチ科 Siricidae Billeberg, 1820 

 

キバチ亜科 Siricinae Billberg, 1820 

 

ルリキバチ属 Sirex Linnaeus, 1761 

 世界に 29 種が知られ，日本には 2 種が生息

する．日本産の 2 種は，メスは体全体が黒藍色

であるが，オスでは頭部，胸部は黒藍色で，腹

部の大部分は鮮やかな橙黄色となる．オスの後

脚脛節と第 1 付節は葉状に大きく広がる． 

 

1. コルリキバチ  Sirex juvencus (Linnaeus, 

1758) 

  Ichneumon juvencus Linnaeus, 1758 

  Sirex juvencus (Linnaeus, 1758) 

  Paururus juvencus (Linnaeus, 1758)  

分布：千島，北海道，本州，九州; 朝鮮半島，

中国，サハリン，シベリア，コーカサス，ヨー

ロッパ． 

形態：メスの脚の大部分は黄褐色で触角は基部

の数節が黄褐色．オスの触角は基半が赤褐色で，

頭頂は弱く疎に点刻される． 

付記：本属のタイプ種である．ユーラシア大陸

に広く分布し，戦前，樺太(サハリン)から記録

されていたが北海道からの記録はなく，竹内
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(1962)が本邦からの初出となった．その後，本

州や九州からも記録された．成虫は夏季に出現

する．インド，カナダ，合衆国からも記録され

ているが，人為的移入によるものであろう．矢

野(1917)では本種を Paururus 属としている． 

 

2. ニトベキバチ  Sirex nitobei Matsumura, 

1912 

  Sirex nitobei Matsumura, 1912 

  Paururus nitobei (Matsumura, 1912) 

分布：北海道，本州，四国，九州; 朝鮮半島，

中国． 

形態：メスの脚は黒色で触角も黒色．オスでは

触角は黒色で頭頂は強く密に点刻される． 

付記：青森をタイプ産地に記載された．新渡戸

稲造の甥である新渡戸稲雄による採集個体に

因んで nitobei の種小名がつけられた．新渡戸

は 1900 年に青森市に創設された青森県農事試

験場に技手として勤務し，松村松年に多くの昆

虫標本を送ったことが知られている．1906 年か

ら 1915 年までは台湾総督府農事試験場に勤務

した．玉山（新高山）での昆虫調査の際にアメ

ーバ赤痢に罹ったがそのまま帰国し，その年に

32 歳で逝去した．矢野(1917, 1932)では本種は

Paururus nitobei で掲載されている．夏から秋

にかけて出現する． 

 

キバチ属 Urocerus Geoffroy, 1785 

 世界に約 30 種が知られている．日本産種を，

アメリカヒゲジロキバチを加えて暫定的に 5 種

とみなした． 

 

3. ア メ リ カ ヒ ゲ ジ ロ キ バ チ  Urocerus 

albicornis (Fabricius, 1781) 

  Sirex albicornis Fabricius, 1781 

  Urocerus albicornis (Fabricius, 1781) 

分布：本州; 北米． 

形態：ヒゲジロキバチに類似するが，本種の翅

は全体的に曇る(ヒゲジロキバチでは外縁が曇

り，内方はより透明)ことと，触角第 4-16 節が

白色である(ヒゲジロキバチでは触角第 10-12

節から第 17-21 節が白色)ことで区別される．触

角は 22 節内外よりなる． 

付記：本種は米国からの輸入材から得られてい

る 他 (Yamasaki, 1966; 奥 谷 , 1987; 高 橋 , 

2009)，千葉市の新築家屋の柱(輸入材のベイツ

ガ)からの脱出例が報告されている(富樫, 1984)．

さらに近年，山梨県北杜市や長野県の森林部で

得られており，本邦への定着と判断される(高橋, 

2009; Kuramitsu et al., 2019)．ヨーロッパか

らも外来種として報告されている (Háva & 

Holuša, 2019)． 

 

4. ヒ ゲジロキバチ  Urocerus antennatus 

(Marlatt, 1898) 

  Sirex antennatus Marlatt, 1898 

  Urocerus antennatus (Marlatt, 1898) 

分布：千島，北海道，本州，四国，九州，対馬；

朝鮮半島，中国，サハリン，シベリア． 

形態：黒色の地色で，後頭部両側に大紋がある．

腹部第 8 節の前縁に白色帯か 1 対の斑紋をもつ．

ただし，変異があり全く各個体もある (図 14 

A-C)． 

 近年国内に侵入したアメリカヒゲジロキバ

チに酷似するが，本種の翅は外縁が曇り，内縁

はより透明である (アメリカヒゲジロキバチで

は全体的に曇る)ことと，触角触角第 10-12 節か

ら第 17-21 節が白色である(アメリカヒゲジロ

キバチでは基方の節が白色で，第 4-16 節が白

色)ことで区別される． 

注記：タイプ産地の“Giba”は，恐らく Gifu

で，誤植か，ラベルの誤読．本州中部では針葉

樹林の見られる亜高山帯に多いが，低地からも

得られている．成虫は夏季に出現する．樺太か

ら記載された Sirex ogumae Matsumura, 1911

は本種の同物異名である． 

 

5. モ ミ ノ オ オ キ バ チ  Urocerus gigas 

(Linnaeus, 1758) 

  Ichneumon gigas Linnaeus, 1758 

  Urocerus gigas (Linnaeus, 1758) 

  Urocerus gigas taiganus Benson, 1943:  

   Provisionally (Taeger et al., 2010, 2018) 

分布：北海道，本州；朝鮮半島，中国，シベリ

ア，サハリン，ヨーロッパ． 

形態：体長 30mm を超える大型の種．頭部は黒

色で，後頭部は黄色，前胸背板は黒色．腹部は

基本的に第 1, 2 節は黄色，第 3-5, あるいは 6

節は黒色で，第 7-9 節と尾角は黄色．ニホンキ

バチに類似するが，前胸背板が黒色で，産卵鞘
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に小歯をもつことで容易に区別される．オスの

触角は黄褐色で U. g. taiganus では基節が黒褐

色，頭部は黒色で眼の後方に褐色大斑をもつ．

胸部は黒色，腹部は褐色となる． 

 富樫・長瀬(2009)によると，モミノオオキバ

チ U. g. orientalis は触角の基節が黒褐色で，他

は黄色，腹部第 6 節は黒色であるのに対して，

カラフトキバチ U. g. taiganus は触角が基節も

含めて黄褐色で，腹部第 6 節は黄色であるとさ

れている． 

付記：本種の亜種名の適用については，分類学

的な再検討を必要としている．Togashi (1969)

は U. gigas gigas を石川県（鶴来町）から報告

したが，富樫・長瀬(2009)では，北海道から U. 

g. orientalis を，本州の山梨県から U. g. 

taiganus を記録し，U. g. gigas は日本のファウ

ナから除いた．一方，内藤(2019, 2020)は日本

産の本種は U. g. orientalis とみなしている．し

かし，Taeger et al. (2010, 2018)は，U. g. 

taiganus を暫定的に U. g. gigas の同物異名と

みなし，U. g. orientalis は有効な亜種とみなし

ている． 

 Urocerus gigas は，南米のアルゼンチン，ブ

ラジル，チリからも人為的移入による個体が得

られていることから(Schitt et al., 2012)，国内

でも人為的に移入された個体が発見されるこ

とも考えられ，この点でも留意が必要である．

ヨーロッパでは 5 月から 10 月にかけて針葉樹

林帯で見られる． 

 

6. ニホンキバチ Urocerus japonicus (Smith, 

1874) 

  Sirex japonicus Smith, 1874 

  Urocerus japonicus (Smith, 1874) 

  Sirex sinuatus Matsumura, 1912 

  Urocerus tsurugianus Togashi, 2001; 

   Provisionally (内藤, 2019, 2020) 

分布：北海道，本州，四国，九州，屋久島；朝

鮮半島． 

形態：大型の種でメスの一般的な体長は

27-38mm．触角は全体が黄褐色．頭部は黄褐色

で黒色部をもつ．前胸は黄褐色で，通常中央部

に黒色帯をもつ．腹部は黒褐色の地色に黄褐色

部をもつ．通常第 2-7 節は黒色で(変異が多い，

図 13 A-C)，第 9 節と尾角は黄褐色．翅は濃黄

色で外縁部は暗色．産卵鞘に小歯を欠く特徴を

もつ(図 15 A)． 

付記：本邦で最普通種のキバチの一つで，産卵

鞘に小歯を欠く特徴をもつ．本種のタイプ産地

の”Hiogo”は”Hyogo (兵庫)”である．マツキバチ

の異名があり，戦前はこの名が良く使われた．

成虫は夏季に出現する． 

 石 川 県 ( 鶴 来 町 ) か ら 記 載 さ れ た U. 

tsurugianus は腹部第 1-7 背板が赤黄色の種で

あるが，本種の色彩異常の可能性が高い．本種

は体のサイズも変異が大きい． 

 

7. ナ ワ キ バ チ  Urocerus yasushii (Yano, 

1917) 

  Sirex Yasushii [sic.] Yano, 1917 

  Urocerus yasushii (Yano, 1917) 

分布：千島，北海道，本州；朝鮮半島，中国，

サハリン，東シベリア． 

形態：体全体が黒色で，腹部に斑紋を欠く．頭

部の複眼後方は淡黄白色．触角は基方の節が黒

褐色で，残りは黄褐色．翅は透明でわずかに黄

色を帯びる．脚の基節，転節，腿節は黒褐色で，

脛節と付節は黄白色から黄褐色となる． 

付記：成虫は 7, 8 月に得られているが本邦では

稀れ．オスは未知．Urocerus sachalinensis 

Conde, 1935 は本種の同物異名． 

 

オナガキバチ属 Xeris Costa, 1894 

 世界で 16 種が記載されており, 日本には 1

種が生息する． 

 

8. オナガキバチ Xeris malaisei Maa, 1949 

  Xeris spectrum malaise Maa, 1949 

  Xeris spectrum (Linnaeus, 1758)： 

   Misidentification 

  Xeris malaise Maa, 1949 

分布：北海道，本州，四国，九州，屋久島；朝

鮮半島，中国，台湾，東シベリア． 

形態：メスの体長 14-25 mm の黒色の種．産卵

管が著しく長く，側方から見てほぼ体長と同じ

長さ．オスの一般的な体長は 12-22 mm． 

付記：矢野(1932)以降，日本産の個体群には X. 

spectrum (Linnaeus, 1758)の名が長く適用さ

れて来た(竹内, 1955, 1962; 奥谷, 1971)．しか

し，Goulet et al. (2015)によって，東アジア産
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の個体群は X. spectrum とは独立した種と判断

され，Maa(1949)によって台湾(Taiheizan, 太

平山)から亜種として記載された X. s. malaise

が種に昇格された．成虫は 6-7 月頃に出現する． 

 

マダラキバチ属 Xoanon Semenov, 1921 

世界に 2 種が知られ，内 1 種が日本に生息する．

Rs1+Rs2 室の M 脈が 1m-cu と 2m-cu の 2 本の

反上脈を受けることで，キバチ属 Urocerus と

区別される． 

 

9. トドマツノキバチ  Xoanon matsumurae 

(Rohwer, 1910) 

  Sirex matsumurae Rohwer, 1910 

  Xoanon matsumurae (Rohwer, 1910) 

分布：千島，北海道，本州，四国；朝鮮半島，

中国，サハリン，東シベリア． 

形態：メスの体長 27-35mm の大型種．色彩は

変異が多いが，翅は透明で，わずかに暗黄色を

帯びる．前胸の後縁は著しく湾入し，前胸中央

部の長さは狭い．オスの後脚脛節と第 1 付節は

葉状で，顕著に幅が広がる． 

付記：タイプ産地は”Sapporo”で，松村松年の

採集品である．松村(1906, 1912)は，本種にマ

ツノオオキバチやマツオオキバチの和名を与

えている．成虫は 5, 6 月頃に出現する． 

 

ヒラアシキバチ亜科  Tremecinae Ashmead, 

1828 

 

ミナミヒラアシキバチ属 Eriotremex Benson, 

1943 

 15 種を含む小さな属で，日本，中国，台湾，

インドからニューギニアにかけて分布し，北米

では人為的移入種が定着している (Smith, 

2010; Taeger et al., 2018; Shinohara, 2022)．

Benson(1943)によりヒラアシキバチ属 Tremex

から分離，創設された．ヒラアシキバチ属とは

2r-rs(前翅径横脈)がより基方にあり，2R1 室は

3R1 室の 1/2 の長さであること，尾円盤が強く

点刻されること，メスに尾毛(cerci)があること

等で区別される．日本からは 4 種が記録されて

いる． 

 

1. タ イ ワ ン ヒ ラ ア シ キ バ チ Eriotremex 

formosanus (Matsumura, 1912) 

  Tremex formosanus Matsumura, 1912 

  Eriotremex formosanus (Matsumura, 1912) 

  Eriotremex yamasakii Togashi, 1990 

分布：本州，南西諸島(奄美大島)；台湾，中国，

ベトナム，ラオス，タイ，北米． 

形態：メスの体長 18-35 mm, 触角は 19-21 節

からなる．頭部は黒色で前胸は黄色．腹部の第

2, 3, 7, 8 節の基部に黄色帯をもつ．腹部には長

い黄白色の軟毛を多く生やし，特に第 8, 9 節付

近に顕著に見られる．尾円盤は大きく円形．オ

スは体長 15 mm 程度． 

付記：近年，本州各地から次々と報告されてい

るが，海外からの人為的移入個体が定着し，分

布を拡大させているものであろう．現在，山口

県，岡山県，兵庫県，京都府，奈良県，和歌山

県，愛知県，岐阜県，福井県，静岡県，神奈川

県，東京都，千葉県，茨城県と 14 都府県から

得られている (日暮・斎藤 , 2022; Shinohara, 

2022)．山口県や京都府，千葉県では複数個体

が野外で得られている(内藤, 2020; 日暮・斎藤, 

2022)．タイプ産地は”Taiwan”である．北米で

は人為的に移入され，各地で定着した．フロリ

ダでは普通に見られるキバチとなっている

(Smith, 1986)． 

 Eriotremex yamasakii は ， 岡 山 県

(Tamasima)から得られた 2 個体をもとに新種

として記載された種で(Togashi, 1990)，兵庫県

からも記録されたが(吉田, 2014)，本種の同物異

名とされた(Shinohara, 2022)． 

 

2. Eriotremex makiharai Togashi, 2005 

  Eriotremex makiharai Togashi, 2005 

  Tremex sudajii Togashi, 2006 

分布：本州(千葉，京都)，九州(福岡，鹿児島)，

南西諸島(奄美大島，石垣島，西表島)；タイ． 

形態：メスの体長 18-23mm．頭部，前胸は黒

色．触角は 17-19 節からなる．腹部は全て黒色．

第 9 節の尾円盤は卵型で，外縁と内縁の 2 重の

縁で囲まれている．脚は黒褐色．前翅の基部付

近と，先半は強く曇る．オスは未知． 

付記：南西諸島の奄美大島から記載された

Tremex sudajii は，Eriotremex 属の種である

ことが指摘されていたが(内藤, 2019, 2020)，

Shinohara (2022)によって正式に本種の同物異
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名とされた． 

 

3. Eriotremex quadricinctus Shinohara, 2022 

  Eriotremex quadricinctus Shinohara, 2022 

分布：本州(兵庫)，南西諸島(石垣島，与那国島)：

台湾． 

形態：メスの体長 20 mm ほどの小型の種で，

触角は 13 節あるいは 14 節から構成される．頭

部及び前胸は黒色．腹部第 2, 3, 7 節の基部に細

い黄帯があり，第 8 節の基部にはやや太い黄帯

がある．翅は概して一様に曇る． 

付記：オスは未知． 

 

4. Eriotremex ruficollis Shinohara, 2022 

  Eriotremex ruficollis Shinohara, 2022 

分布：南西諸島(西表島)． 

形態：オスの体長 10 mm の小型の種．体は一

様に黒色で，頬や前胸にかすかに青紫色の光沢

をもつ．翅も全体的に暗色に曇る．触角は 10

あるいは 11 節からなる． 

付記：メスは未知． 

 

ヒラアシキバチ属 Tremex Jurine, 1807 

 世界に約 35 種が知られ，日本には 8 種が生

息 し て い る ． ミ ナ ミ ヒ ラ ア シ キ バ チ 属

Eriotremex とは，前翅の 2R1 室と 3R1 室はほ

ぼ等長であることで区別される．メスに尾毛

(cerci)はない． 

 

5. ク ロ ヒ ラ ア シ キ バ チ Tremex apicalis 

Matsumura, 1912 

 Tremex apicalis Matsumura, 1912 

分布：北海道，本州，四国，九州；朝鮮半島，

中国，サハリン，シベリア． 

形態：本属の中で，メスでは本種のみが体が一

様に黒色で，頭部に斑紋はなく，腹部には若干

の小さな黄白色の斑紋があることで他種との

区別は容易である．また，触角は基方が黒色で，

先方は淡黄白色となる．オスは脚が黒色で，腹

部も全体が黒色で斑紋をもたない． 

付記：4, 5 月の春から初夏にかけて出現するが，

9, 10 月に得られた例もある(斉藤, 2014)． 

 

6. Tremex bicinctus Shinohara, 2023 

  Tremex bicinctus Shinohara, 2023 

分布：本州(山口，千葉), 九州(福岡)． 

形態：メスの体長 20-24 mm．頭部と胸部は黒

色で，頭部の頬に褐色斑がある．腹部第 2 節と

第 8 節の基半が黄褐色で，そのため太い黄褐色

帯が 2 本あるように見える．第 9 節は黒色で，

基部に小さな黄帯が見られる程度． 

付記：オスは未知． 

 

7. カ タ マ ル ヒ ラ ア シ キ バ チ  Tremex 

contractus Maa, 1949 

  Tremex contractus Maa, 1949 

分布：本州，四国，対馬；朝鮮半島，中国． 

形態：前胸の中央部の幅が広い種．前翅の前縁

部が強く暗褐色に着色される．腹部第 8 節の背

板は黒色で基方に比較的細い黄褐色帯をもち，

細長く前 4 節の合長とほぼ等長．腹部第 9 節の

尾円盤は全体が黄色で，長さより幅が大きい． 

付記： Maa(1949) によって，中国 ( 杭州，

Hangchou)から記載された種で，日本からは竹

内(1955)によって報告された．Miyatake (1950)

のキマダラヒラアシキバチ Tremex fuscicornis

の Matsuyama(松山)産の個体は本種である(竹

内, 1955)．4-5 月に出現するがあまり多くない． 

 

8. キ マ ダ ラ ヒ ラ ア シ キ バ チ  Tremex 

fuscicornis (Fabricius, 1787) 

  Sirex fuscicornis Fabricius, 1787 

  Tremex fuscicornis (Fabricius, 1787) 

分布：千島(国後島)，北海道，本州；朝鮮半島，

中国，サハリン，シベリア，ヨーロッパ． 

形態：触角が比較的長く，中央の各節は長さが

幅よりも長い．前胸中央部の幅が狭く，翅は黄

色を帯びるが透明で曇る部分がない．腹部は黄

褐色部分の色彩変異が大きく，同定に注意が必

要である．オスは，脚に黄褐色部をもつが，腹

部は全体が黒色で斑紋はない． 

付記：日本からの記録は矢野(1932)が初出．ヨ

ーロッパには広域に生息する．晩夏から秋に出

現する．南米のチリからは人為的に移入された

個体が報告されている(Schiff et al., 2012)． 

 

9. Tremex katayamai Shinohara & Kurihara 

in Shinohara, 2023 

  Tremex katayamai Shinohara & Kurihara in  

   Shinohara, 2023 
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分布：本州(栃木)． 

形態：メスの体長 17-29 mm．腹部の第 6, 7, 8

節はほぼ黄褐色となる．第 9 節の尾円盤は小さ

く横長で，前方で最大幅となり，前方の稜はほ

ぼ直線状．  

付記：6 月に得られている．オスは未知． 

 

10. ヒ ラ ア シ キ バ チ  Tremex longicollis 

Konow, 1896 

  Tremex longicollis Konow, 1896 

  Tremex similis Marlatt, 1898 

分布：本州，四国，九州，対馬；朝鮮半島，中

国，台湾． 

形態：メスの触角は基部の数節と先端節を除い

て黒褐色．前翅は弱く曇り，前縁は特に着色さ

れない．前胸中央部の幅は広い．腹部第 8 節背

面の中央の黒色大斑は変異が大きいが，前縁は

波状になり，後縁は V 字状となる場合が多い．

腹部第 9 節は黄褐色で，黒色部をもたない．尾

円盤は大きく，長さと横幅がほぼ等しい．オス

では，脚に黄褐色部をもち，少なくとも前脚と

中脚の脛節と付節は黄褐色となる．腹部背板の

各節には対となる特徴的な黄褐色斑がある． 

付記：7 月から 11 月に得られるが，主には 9

月，10 月に出現する．岐阜(Gifu)から記載され

た T. similisは本種の同物異名で(Konow, 1899; 

竹内, 1962)，松村(1912)が本種にヒラアシキバ

チの和名を与えた．矢野(1917)にはイタヤノヒ

ラアシキバチの和名も見られる．北隆館の「原

色昆虫大図鑑  第 3 巻」ではヒラアシキバチ

Tremex fuscicornis として掲載されていたが，

2008 年の新訂版で，学名が T. longicollis に修

正 さ れ た ． 朝 鮮 半 島 か ら の 本 種 の 記 録

(Gussakovskij, 1935; Lee et al., 1998)は確認

を要する． 

 

11. ナカネヒラアシキバチ Tremex nakanei 

Takeuchi, 1955 

  Tremex nakanei Takeuchi, 1955 

  Tremex kaedei Togashi, 1997 

分布：北海道，本州，四国，九州． 

形態：メスの触角は黄褐色で，中央の各節の長

さは幅よりも短い．前胸背板は中央部でやや狭

く，中央に黒褐色の縦走線が見られる．翅は前

翅，後翅ともに比較的強く曇り褐色がかる．腹

部第 8 節は黄褐色で，中央に太い黒褐色帯があ

る．キマダラヒラアシキバチに特に類似するが，

触角がより短く，翅は不透明で暗色を帯びるこ

とで区別される． 

付記：Miyatake (1950)のキマダラヒラアシキ

バチ Tremex fuscicornis の Omogokei (面河渓)

産の個体は本種である(竹内, 1955)．6, 7 月の初

夏に出現する． 

 青森県(弘前市)をタイプ産地とする Tremex 

kaedei Togashi, 1997(カエデヒラアシキバチ)

は本種の同物異名となった(Shinohara, 2023)． 

 

12. オ キ ナ ワ ヒ ラ ア シ キ バ チ  Tremex 

okinawensis Togashi, 1997 

  Tremex okinawensis Togashi, 1997 

  Tremex kurokivorus Togashi, 2006 

分布：南西諸島(奄美大島，沖永良部島，沖縄島)． 

形態：メスの腹部第 8 節の基部 1/3 から 1/2 は

黄褐色で，その後の第 9 節に太い赤褐色帯が見

られる．第 9 節の尾円盤の先方は黒色となる． 

付記：原記載では辺野喜から得られた１雌のみ

が知られていたが，河野(2014)によって，国頭

村与那から沖縄島からの 2 個体目が得られ, さ

らに Shinohara (2023)が 3雌 1雄を報じている．

沖 永 良 部 島 か ら 記 載 さ れ た Tremex 

kurokivorus Togashi, 2006 は本種の同物異名

となり，さらに奄美大島からも記録された

(Shinohara, 2023)． 

 

人為的移入種 

 

 キバチ類は，輸入外材によって国内に運び込

まれる可能性が高く，動植物検疫で特に注意を

払う必要のあるグループである． Benson 

(1951)によると，当時英国で発見されたキバチ

類 11 種の内，2 種のみが在来種で，残りは外来

種でかつ１種は定着したとしている．合衆国で

は，タイワンヒラアシキバチ Eriotremex 

formosanus が人為的に移入され，各地で定着

し，フロリダでは普通に見られるキバチとなっ

ている(Smith, 1986)．ノクチオキバチ Tremex 

noctilio は，旧北区に生息する種であるが，南

アフリカ，オーストラリア，北米に広く侵入，

定着し樹木に被害を与えている．日本では少な

くともアメリカヒゲジロキバチ Urocerus 
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albicornis とタイワンヒラアシキバチ E. 

formosanus の 2 種が定着している． 

 Yamasaki (1966)は，大阪港で輸入外材から

得られた以下の 9 種(論文中では 9 種亜種)のキ

バチ類を報告している．このほかに，奥谷(1971)

はノクチリオキバチ Sirex noctilio Fabricius, 

1793 を報じている． 

 

1. アメリカヒノキキバチ Sirex areolatus 

(Cresson, 1868) 

2. ア メ リ カ ル リ キ バ チ  Sirex cyaneus 

Fabricius, 1781 

3. ルリキバチ  Sirex juvencus (Linnaeus, 

1758) 

4. モリソンオナガキバチ  Xeris morrisoni 

(Cression, 1880) 

  (論文ではアカイロモリソンオナガキバチ 

Xeris morrisoni morrisoni Cresson) 

5. インデシサスオナガキバチ Xeris indecisus 

(MacGillivray, 1893) 

  (論文ではモリソンオナガキバチ  Xeris 

morrisoni indecisus Mac Gillivray[!]) 

6．オナガキバチ Xeris malaise Maa, 1949 

  (論文では Xeris spectrum Linné) 

7. ア メ リ カ ヒ ゲ ジ ロ キ バ チ  Urocerus 

albicornis (Fabricius, 1781) 

8. カリホルニアキバチ Urocerus californicus 

Norton, 1869 

9. タ イ ワ ン ヒ ノ キ キ バ チ  Urocerus 

multifasciatus Takeuchi, 1938 

 

 Xeris morrisoni の亜種 indecisus は独立種

に昇格している．Xeris spectrum はかつてユー

ラシアから北米にかけて分布するとされてい

たが，現在北米のものは近似種 X. caudatus と

みなされ，東アジアのものは X. malaisei とさ

れている．Yamasaki (1966)の X. spectrum は

台湾のヒノキ材から出たものようで，そのため

日本にも生息する X. malaisei と判断される．

タ イ ワ ン ヒ ノ キ キ バ チ  Urocerus 

multifasciatus は，台湾，ミャンマーから記録

されているが，本邦では九州(英彦山)からの記

録(奥谷, 1971)がある．しかし本種は Yamasaki 

(1966)の輸入材からの記録が示すように，外来

の可能性が高い(内藤, 2020)． 

 

寄主植物(食樹) 

 

 日本産種の植樹について最も古い記録は松

村(1906)によるマツキバチ(ニホンキバチ)のマ

ツであり，次いで Matumura(1911)のトドマツ

ノキバチ（＝マツオオキバチ）を札幌でトドマ

ツから得た記録である．また，食樹に関する目

録として Kôno & Sugihara (1939)から見られ，

小島ら(1962)，奥谷(1967, 1970), 佐々木(1996)，

佐藤(2017)，内藤  (2020)，Shinohara (2022, 

2023)にまとめられている．キバチ亜科は針葉

樹林を幼虫の餌とし，ヒラアシキバチ亜科では

落葉広葉樹を食べる(表 2)．それ故，例えば松

村(1912)のクロヒラアシキバチの幼虫がトドマ

ツ に 潜 る と 言 う 記 述 は 誤 り で あ ろ う

(Shinohara & Hara, 2020)．その他にも，ヒラ

アシキバチ亜科の種の食樹として針葉樹が挙

げられているものが散見されるが，これらは誤

りの可能性が高い． 

 

 

表 2．日本産キバ類食樹目録(国内記録を中心に示した)． 

           

 種    食樹 

           

 キバチ亜科 Siricinae 

1. コルリキバチ   モミ属，トウヒ属，マツ属，トガサワラ属，ヒノキ属， 

  Sirex juvencus   スギ属 

2. ニトベキバチ   アカマツ，クロマツ，カラマツ，スギ 

  Sirex nitobei 

3. アメリカヒゲジロキバチ   カラマツ(海外の記録からモミ類，ヒノキ類やツガ類等 

  Urocerus albicornis  も食樹と考えられる) 
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4. ヒゲジロキバチ   トウヒ属，モミ属，スギ属，マツ属 

  Urocerus antennatus 

5. モミノオオキバチ  トドマツ，エゾマツ，シラベ，トウヒ，カラマツ 

  Urocerus gigas 

6. ニホンキバチ   トドマツ，エゾマツ，モミ，ウラジロモミ，カラマツ， 

  Urocerus japonicas  アカマツ，クロマツ，スギ，ヒノキ，サワラ，  

    メタセコイア 

7. ナワキバチ   モミ，トドマツ，エゾマツ，トウヒ属 

  Urocerus yasushii 

8. オナガキバチ   モミ属，トウヒ属，マツ属，カラマツ属，トガサワラ属， 

  Xeris malaisei   ヒノキ属，スギ属 

9. トドマツノキバチ  トドマツ，モミ，エゾマツ，カラマツ 

  Xoanon matsumurae 

 

 ヒラアシキバチ亜科 Tremecinae 

1. タイワンヒラアシキバチ  コナラ属，ペカン属，カツラ 

  Eriotremex formosanus 

2. Eriotremex makiharai  スダジイ，マテバシイ，コナラ 

3. Eriotremex quadricinctus  食樹情報なし 

4. Eriotremex ruficollis  食樹情報なし 

5. クロヒラアシキバチ  サクラ属，カエデ属，フサザクラ属，ハコヤナギ属，マテ 

  Tremex apicalis   バシイ属，ミズキ属，ハンノキ属，クルミ属，トネリコ属， 

    モクレン属，カバノキ属，ポプラ属(中国)(広食性．エゾマ 

    ツの記録があるが誤りであろう) 

6. Tremex bicinctus  コナラ 

7. カタマルヒラアシキバチ  コナラ 

  Tremex contractus 

8. キマダラヒラアシキバチ  エノキ，サクラ，ケヤキ，ニレ，ハンノキ等．広食性． 

  Tremex fuscicoris 

9. Tremex katayamai  イタヤカエデ，アカシデ，コナラ 

10. ヒラアシキバチ   エノキ，イヌマキ(ムクノキの記録は誤記．イタヤカエデ 

  Tremex longicollis  の記録は疑問．針葉樹の記録は誤りであろう) 

11. ナカネヒラアシキバチ  コミネカエデ，イヌシデ，エノキ，サワグルミ， 

  Tremex nakanei  イロハモミジ(未確定) 

12. オキナワヒラアシキバチ クロキ 

  Tremex okinawensis 

           

 

共生菌 

 

 キバチ類は腹部の菌嚢(mycangia; マイカン

ギア)に共生菌の胞子を蓄え，産卵の際に産卵管

経由で古死木や衰弱木に持ち込まれる．持ち込

まれた菌は材内で広がり，幼虫は材内で増殖し

た菌類により腐食させた木質を食べて成長す 

る(Kukor & Martin, 1983)．その後，菌類は恐

らく菌嚢に取り込まれ，再び産卵の際に枯死木

に持ち込まれるものと考えられている． 

 これらの共生菌により，材が変色し，商品価

値をさげることがある (佐々木，1996; 田端 , 

2003). ニホンキバチやヒゲジロキバチでは，ス

ギやヒノキの内部が菌類によって星形に変色



 Insecta Akitsushimana (4)  1 July 2023  

18 

 

する(西口ら, 1981; 佐野，1992; 佐野ら, 1995: 

今, 1998; 宮田ら, 2001; 田端, 2003)． 

 キ バ チ 亜 科 の 共 生 菌 は 担 子 菌 類

(Basidomycetes 群)のウロコタケ科 Stereaceae

の Amylostereum 属 に 属 す る 3 種 (A. 

areolatum, A. chailletii, A. laevigatum)である

ことが知られている（Donk, 1964; 田端, 2003）．

ヒラアシキバチ亜科では，共生菌が同定されて

いる種類が少ないが，日本のヒラアシキバチを

含む 3 種が 担子菌類 のヒダナシタケ目

Aphyllophorales の サ ル ノ コ シ カ ケ 科

Polyporaceae に 属 す る ミ ダ レ ア ミ タ ケ

Cerrena unicoror と共生関係を結んでいるこ

とが知られている(Tabata & Abe, 1995；蔵満, 

2020)．一方，オナガキバチやクロヒラアシキ

バチでは共生菌を持たないことが知られてい

る(Morgan, 1968; Fukuda & Hijii, 1997; 蔵満, 

2020)．オナガキバチでは，他種が共生菌を接

種した材を認識し，産卵することが判明した

(Fukuda & Hijii, 1997)．クロヒラアシキバチ

のメスでは，ミダレアミタケの何らかの成分を

認識することが判明し，他種のキバチによって

摂取されたミダレアミタケのある木を探して

産卵している可能性が示された(Kuramitsu et 

al., 2019a)． 

 

寄生者 

 

 キバチ類では，産卵管の長いヒメバチ科

Ichneumonidaeのオナガバチ類のMegarhyssa

属や Rhyssa 属などの種が幼虫に寄生すること

が良く知られているほか，ヒラタタマバチ科

Ibalidae のヒラタタマバチ属 Ibarlia の種など

が知られている． 

 ヒメバチ科オナガバチ亜科 Rhyssinae の

Megarhyssa 属(図 10)や Rhyssa 属では，メス

が樹内のキバチの幼虫に最も近い位置にある

糞をめがけて長い産卵管を刺すと言われてい

る(Spradbery, 1970)．これらの種では，産卵管

の先に感覚器と化学受容器を持っており，それ

によって産卵管が寄主に到達したことを認識

する．卵から孵ったこれらの幼虫は，キバチの

幼虫に単独で外部寄生をおこなう．クチキヒメ

バチ亜科 Poemeniinaeの Pseudorhyssa属の種

では，一次寄生蜂の作った産卵孔の中へ産卵管

を通して卵を産みつける．卵から孵化した幼虫

は，一次寄生蜂の幼虫を食い殺し，寄主である

キバチの幼虫を横取りして成長するとされて

いる(Spradbery, 1969)．同亜科のキスジヒメバ

チ Cnastis vulgaris (Uchida, 1928)はキバチ幼

虫と食材性甲虫類の両方に寄生する可能性を

もつ ( 金光 , 1978) ．マルズヒメバチ亜科

Xorididae の Odontocolon 属も，キスジヒメバ

チと同様にキバチ幼虫と食材性甲虫類の両方

に寄生する可能性をもつ(金光, 1978)．ヨーロッ

パ と オ ー ス ト ラ リ ア の Odontocolon 

geniculatus は，甲虫類とキバチ類に寄生する

ことが知られている(Taylor, 1976)． 

 ヒラタタマバチ科 Ibalidae のヒラタタマバ

チ属 Ibarlia では，キバチが産卵した孔に共生

菌が繁殖し初めと，これに刺激されて集まり，

孵化直前の卵か孵化直後のキバチの幼虫に卵

を産みつける(Taylor, 1976)．幼虫は，初めは内

部寄生をおこない，後に外部寄生となる

(Kuramitsu et al., 2019)．成虫は体長 1-2 cm

程度の比較的小型の寄生蜂である．本属のクロ

ヒラタタマバチ I. leucopoides 等の Ibalia 亜属

の種はキバチ亜科の種に寄生し，ニホンヒラタ

タマバチ I. japonica 等の Tremibalia 亜属の種

はヒラアシキバチ亜科の種に寄生する．クロヒ

ラタタマバチは，キバチ亜科の種が共生菌とし

てもつ Amylostereum 属が接種された材に誘

引され(Jofré et al., 2016)，ニホンヒラタタマバ

チは，ヒラアシキバチの共生菌のミダレアミタ

ケ Cerrena unicoror のにおい(化学物質)を認識

することができる(Kuramitsu et al., 2019a)． 

 ツノヤセバチ科 Stepharidae のアケボノツノ

ヤセバチ Schlettereius cinctipes のメスは，オ

ナガバチと同様の長い産卵管をもち，ノクチリ

オキバチ Sirex noctilio 等のキバチの幼虫の寄

生 者 と し て 知 ら れ て い る (Taylor, 1967; 

Johansen et al., 2010; Schiff et al., 2012)．日

本では 2015 年に初めて本種が記録された

(Watanabe et al., 2015)．ただし，日本で得ら

れた個体は，米国かオーストラリアからの外来

の可能性が高い(渡辺, 2020)． 

 オーストラリアではノクチリオキバチ Sirex 

noctilio が 大 き な 被 害を 与 え 続け てお り

(Hurley et al., 2007)，本種の天敵利用のため，

1971 年の研究者は日本のキバチの天敵昆虫を
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集め，それをオーストラリアへ空輸し防除研究

を実施した(Taylor, 1976; 金光, 1978)．国内で

のキバチの寄生蜂の記録としては，安松(1939)

にヒラアシキバチの寄生蜂として，モンオナガ

バチ，エゾオナガバチ，タカチホヒラタタマバ

チ(=タカチホヒラタフシバチ)の 3 種が挙げら

れている．表 3 に寄生者の目録を示した．日本

産のオナガバチ亜科は 5 属 21 種から構成され

るが，キバチへの寄生が確認されている

Megarhyssa 属と Rhyssa 属は全種を掲載した． 

 

表 3．日本産キバチ類の寄生蜂． 

           

 寄生蜂名    寄主(キバチ) 

           

  ヒメバチ科 Ichneumonidae 

 オナガバチ亜科 Rhyssinae 

オオアメイロオナガバチ  

 Megarhyssa gloriosa (Matsumura, 1912) 

エゾオナガバチ    ヒラアシキバチ 

 Megarhyssa jezoensis (Matsumura, 1912) 

オオホシオナガバチ    ニトベキバチ，オナガキバチ，ニホンキバチ， 

 Megarhyssa praecellens (Tosquinet, 1889)   ヒラアシキバチ 

ホソアメイロオナガバチ 

 Megarhyssa rixator (Schellenberg, 1802) 

タイリクオナガバチ 

 Megarhyssa superba (Schrank, 1781) 

ジョウザンオナガバチ   クロヒラアシキバチ，コルリキバチ 

 Rhyssa amoena Gravenhorst, 1829  

シロフオナガヒメバチ 

 Rhyssa persuasoria (Linnaeus, 1758) 

 クチキヒメバチ亜科 Poemeniinae 

キスジヒメバチ 

 Cnastis vulgaris (Uchida, 1928) 

ニセオナガバチ    オナガキバチ，ニホンキバチ 

 Pseudorhyssa nigricornis (Ratzeburg, 1852) 

 マルズヒメバチ亜科 

Odontocolon sp. 

  ヒラタタマバチ科 Ibalidae 

タカチホヒラタタマバチ   ヒラアシキバチ 

 Ibalia jakowlewi Jacobson, 1899 

クロヒラタタマバチ    ニトベキバチ，オナガキバチ，ヒゲジロキバチ， 

 Ibalia leucospoides (Hochenwarth, 1785) コルリキバチ 

ニホンヒラタタマバチ   クロヒラアシキバチ 

 Ibalia japonica Matsumura, 1912 

  ツノヤセバチ科 Stephanidae 

アケボノツノヤセバチ 

 Schlettereius cinctipes (Cresson, 1880) 
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図 10．キバチ類の寄生蜂，オナガキバチ類．A: Megarhyssa sp. near jezoensis (埼玉県産); Megarhyssa sp. near 

jezoensis (埼玉県産); Megarhyssa sp. sp.(台湾産)．   
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図 11. キバチ科形態模式図．A-C, ニホンキバチ Urocerus japonicus; D, ナカネヒラアシキバチ Tremex 

nakanei．;A, 全形図; B, 翅; C, 腹部; D, 腹部第 9, 10 節． 
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  日本産キバチ類の属および種の検索表 

 

1a. 触角は糸状で細長く(図 17 H)，頭部＋胸部

の長さよりも明らかに長い． 

1b. 前翅に 2r-m 脈(第 2 肘横脈)がある(図 17 A, 

B, C)． 

  ．．．．．キバチ亜科 Siricinae．．．．．．．．．．．A 

1aa. 触角は短く(図 17 I)，中央部で幾分太まり，

頭部＋胸部の長さとほぼ同長(ミナミヒラアシ

キバチ属のオスの触角は糸状で長い)． 

1bb. 前翅の 2r-m 脈(第 2 肘横脈)は消失する(図 

 

17 F, G)． 

  ．．．ヒラアシキバチ亜科 Tremecinae．．．．B 

 

 A. キバチ亜科 Siricinae 

1a. 2Cu(前翅亜中室)は横脈で分割される(図 17 

C)． 

1b. 頭部は全体が黒色． 

1c. メスの腹部先端の尾角は三角形(図 17 Q)． 

  ．．．．．．．．．．．．．ルリキバチ属 Sirex．．．2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12. キバチ亜科．A, ニトベキバチ Sirex nitobei; B, C, ヒゲジロキバチ Urocerus antennatus, (B, メス; C, 

オス); D-F, オナガキバチ Xeris malaisei (D, メス; E, F, オス); G-I, ニホンキバチ Urocerus japonicus, 

(G, 黒化型, メス; H, メス; I, オス)． 
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図 13. キバチ亜科，腹部背面．A-C, ニホンキバチ Urocerus japonicus；D, トドマツノキバチ Xoanon 

matsumurae; E, モミノオオキバチ Urocerus gigas.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14. ヒゲジロキバチ Urocerus antennatus，メス．腹部第 8 背板の斑紋の変異． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15. 産卵鞘先端部．A, ニホンキバチ Urocerus japonicus; B, ヒゲジロキバチ Urocerus antennatus． 
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1aa. 2Cu(前翅亜中室)に横脈はない(図 17 A, B)． 

1bb. 頭部は全体が黄色か黄色斑をもつ． 

1cc. メスの腹部先端の尾角は細長い鉾状(図 17 

N, O)． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．3 

2a. 触角の基部数節から基半の節が黄褐色，先

半は黒色。 

2b. メスの脚の腿節，脛節，付節は黄褐色． 

2c. オスの後脚第 1, 2 付分節は黒色で，3-5 付

分節は黄褐色． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．コルリキバチ 

Sirex juvencus (Linnaeus, 1758) 

2aa. 触角は黒色で，オスでは基部数節が褐色の

ものがある． 

2bb. メスの脚は全体が黒色． 

2cc. オスの後脚付節は黒色． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ニトベキバチ 

Sirex nitobei Matsumura, 1912 

3a. 頭部に後頭隆起縁をもつ(図 17 J)． 

3b. 後翅に肛室(Anal cell)はない(図 17 E)． 

3c. 後脚脛節に 1 本の距をもつ． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．オナガキバチ属 Xeris 

  オナガキバチ Xeris malaisei Maa, 1949 

3aa. 頭部後縁に隆起縁はない(図 16 7)． 

3bb. 後翅に閉じた肛室(Anal cell)をもつ(図 17 

D)． 

3cc. 後脚脛節に 2 本の距をもつ． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．4 

4a. Rs+1Rs2 室の M 脈は 1m-cu(第１反上脈)

のみを受ける(図 17 A)． 

  ．．．．．．．．．．キバチ属 Urocerus．．．．．．．．5 

4aa. Rs+1Rs2 室の M 脈は 1m-cu と 2m-cu の 2

本の反上脈を受ける(図 17 B)． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．マダラキバチ属 Xoanon 

  トドマツノキバチ  Xoanon matsumurae 

(Rohwer, 1910) 

5a. メスの尾角は黄色から黄褐色(図 12 H)． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．6 

5aa. メスの尾角は黒色(図 12 B)． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．7 

6a. メスの腹部第 3-7 背板は黒色(変異あり; 図

13 A-C)． 

6b．メスの尾角は比較的短く，先端は太くなる． 

6c. 産卵鞘に小歯をもたない(図 15 A)． 

6d. オスの腹部第 1-6 背板は黄色，第 7, 8 背板

は黒色(図 12 I)． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ニホンキバチ 

Urocerus japonicas (Smith, 1874)  

6aa. メスの腹部第 3-6 背板は黒色(図 13 E)． 

6bb．メスの尾角は比較的長く，基部は弱くく

びれる程度． 

6cc. 産卵鞘に若干の小歯をもつ． 

6dd. オスの腹部はほぼ全体が褐色． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．モミノオオキバチ 

Urocerus gigas (Linnaeus, 1758) 

7a. 触角は黒褐色の第 1 節を除き黄褐色． 

7b. 後脚の脛節と付節は黄褐色． 

7c. 腹部は全体が黒色． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ナワキバチ 

Urocerus yasushii (Yano, 1917) 

7aa. 触角は黒色部と白色部がある． 

7bb. 後脚の脛節と第１付分節は黒色． 

7cc. メスの腹部第１背板の後縁は黄白色，第 8

背板の前縁付近は，通常黄白色の帯か１対の斑

をもつ(持たない個体も見られる; 図 14 A-C)． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．7 

7a. 翅の外縁が曇り，内方はより透明 

7b. 触角第 10-12 節から第 17-21 節が白色(図

12 B) 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ヒゲジロキバチ 

Urocerus antennatus (Marlatt, 1898)  

7aa. 翅は全体的に曇る． 

7bb. 触角第 4-16 節が白色となる． 

  ．．．．．．．．．．．アメリカヒゲジロキバチ 

Urocerus albicornis (Fabricius, 1781) 

 

B. ヒラアシキバチ亜科 Tremecinae(検索はメ

スに限る) 

1a. 前翅の 2R1(第 2 径室)と 3R1(第 3 径室)は

ほぼ等しい長さ(図 17 F)． 

1b. メスは尾毛をもたない(図 17 T)． 

  ．．．．．ヒラアシキバチ属 Tremex．．．．．．．2 

1aa. 前翅の 2R1(第 2 径室)は短く，3R1(第 3

径室)のおよそ 1/2 の長さ(図 17 G)． 

1bb. メスは尾毛をもつ(図 17 U)． 

  ．．．．．． ミ ナ ミ ヒ ラ ア シ キ バ チ 属

Eriotremex．．．．9 

2a. 翅の基半は透明で，先半は暗くすむ．  

2b. 体は黒色で，腹部に黄白色小紋が見られる

程度(頭部に斑紋はない)(図 16 C)． 
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  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．クロヒラアシキバチ

Tremex apicalis Matsumura, 1912  

2aa. 翅は全体が黄色から褐色がかる． 

2bb. 体には黄色あるいは黄褐色の紋や帯が見

られる． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．3 

3a. 頭部の地色は黒色で，頬に暗褐色の斑をも

つ． 

3b. 腹部第 2 節と第 8 節に太い黄褐色帯をもつ． 

  ．．．．Tremex bicinctus Shinohara, 2023 

3aa. 頭部の地色は黄褐色から暗褐色． 

3bb. 腹部の色彩は上述とは異なる． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．4 

4a. 触角は基部の数節(褐色)を除き暗褐色． 

4b. 腹部第 8 背板は黄褐色で，中央に V 字型の

暗褐色紋がある(図 16 E)． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ヒラアシキバチ 

Tremex longicollis Konow, 1896 

4aa. 触角は全体が黄褐色． 

4bb. 腹部第 8 背板の色彩は上述とは異なる． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．5 

5a. 腹部第 8 背板は全体が黄色． 

5b. 尾円盤は前端で最大幅となり，前縁は直線

状となる． 

  ．．．．．．．．．．．．．．Tremex katayamai 

Shinohara & Kurihara in Shinohara, 2023 

5aa. 腹部第 8 背板は基方は黄色，先方は黒色． 

5bb. 尾円盤は中央付近で最大幅となる． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16. ヒラアシキバチ亜科, メス．A, D, ナカネヒラアシキバチ Tremex nakanei; B, E, ヒラアシキバチ

Tremex longicollis; C, クロヒラアシキバチ Tremex apicalis, F, キマダラヒラアシキバチ Tremex 

fuscicornis; G, タイワンヒラアシキバチ Eriotremex formosanus. 
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図 17. キバチ科形態．A-C, F, G, 前翅; D, E, 後翅; H, I, 触角; J, K, 頭部, 背面; L, M, 前胸，背面; N-S, 尾

節(腹部第 10 節), 背面; T, U, 尾節, 側面(矢印は尾毛)．A, D, キバチ属 Urocerus; B, マダラキバチ属 

Xoanon; C, ルリキバチ属 Sirex; E, オナガキバチ属 Xeris; F, T, ヒラアシキバチ属 Tremex; G, U, ミ

ナミヒラアシキバチ属 Eriotremex. H, ニホンキバチ Urocerus japonicas; I, L, P, ナカネヒラアシキバ

チ Tremex nakanei; J, Q, ニトベキバチ Sirex nitobei; K, N, ヒゲジロキバチ Urocerus antennatus; M, 

カタマルヒラアシキバチ Tremex contractus; O, ナワキバチ Urocerus yasushii; R, ヒラアシキバチ 

Tremex longicollis; S, キマダラヒラアシキバチ Tremex fuscicornis.  

 

6a. 前胸の中央部は狭い(図 17 L)． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．7 

6aa. 前胸の中央部は広い(図 17 M)． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．8 

7a. 翅は透明で曇る部分はない． 

7b. 中胸小盾板は黒色． 

  ．．．．．．．．．．．．．キマダラヒラアシキバチ 

Tremex fuscicornis (Fabricius, 1787)  

7aa. 翅は全体的に曇る(図 16 A)． 

7bb.中胸小盾板は赤褐色． 
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  ．．．．．．．．．．．．．．．．ナカネヒラアシキバチ

Tremex nakanei Takeuchi, 1955  

8a. 前翅の 3R1室の基方から前縁部に沿って基

部付近まで強く曇る． 

8b. 腹部第 8 背板は暗褐色で，前縁が黄褐色． 

8c. 尾円盤は黄褐色． 

  ．．．．．．．．．．．．．．カタマルヒラアシキバチ 

Tremex contractus Maa, 1949 

8aa. 前翅の前縁付近は強く曇らない． 

8bb. 腹部第 8 背板の基半は黄褐色，中央部か

ら後は黒褐色． 

8cc. 尾円盤に太い赤褐色帯があり，後方は黒色． 

  ．．．．．．．．．．．．．オキナワヒラアシキバチ 

Tremex okinawensis Togashi, 1997  

9a. 前胸は黄色． 

9b. 触角は 19-21 節からなる． 

9c. 腹部に黄白色の長い軟毛を多く生やし，特

に第 8 節，第 9 節付近に多い(図 16 G)． 

  ．．．．．．．．．．．タイワンヒラアシキバチ

Eriotremex formosanus (Matsumura, 1912)  

9aa. 前胸は黒色． 

9bb. 触角は 19 節以下からなる． 

9cc. 腹部に顕著な長い軟毛はない． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．10 

10a. 触角は 17-19 節からなる． 

10b. 腹部に黄帯はなく，全体が黒色． 

  ．．．．Eriotremex makiharai Togashi, 2005 

10aa. 触角は 13 節あるいは 14 節からなる． 

10bb. 腹部第 2, 3, 7 節の基部に細い黄帯をも

ち，第 8 節は基方にやや太い黄褐色帯をもつ． 

  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

Eriotremex quadricinctus Shinohara, 2022 

 

付記 1.  

 キバチ類は種によっては色彩や体サイズに

変異が生じやすく，しばしば同一種とはみえな

いほど異なる場合がある(矢野 , 1917; 竹内，

1962)．ヒゲジロキバチの例ではメスの体長

14-37 mm, オスでは 12-18 mm，ニホンキバチ

ではメス 13-38 mm，オナガキバチではメスの

体長 14-25 mm，オス 9-22 mm (図 12 F, G)ま

での幅を示す． 

 翅脈は属を認定する重要な形質であるが，キ

バチ類の翅脈は非常に乱れやすく，注意が必要

である(奥谷, 1971)．ヒラアシキバチでギナンド

ロモルフ(雌雄型)が知られている(吉田ら,2010; 

斉藤・斎藤, 2012)． 

 

付記 2.  

 1915 年に鈴木元次郎より発行された「花園昆

虫研究所目録」には，キバチとして Sirex 

japonicas (マツキバチ), Termex apicalis (クロ

ヒラアシキバチ)，T. maculatus (クロフキバチ)

の 3 種が挙げられているが，後者は該当する学

名の種が見当たらず不明である．誤植の可能性

が考えられるが，いずれにせよ日本のハチ相か

ら除外されるべきものである．  

 

付記 3.  

 Tremex 属の日本未記録種として，山口県防

府市，長門市から報じられたものは(川元, 2010; 

杉本・宗野 , 2013; 田中 , 2015)，Shinohara 

(2023)による Tremex bicinctus である．谷・伊

藤 (2016) に よ る Eriotremex sp. は E. 

makiharai であった(Shinohara, 2022)．その他，

坂本(2002b)は，Eriotremex 属の日本未記録種

を広島県宮島と西表島から得たとしている． 

 

付記 4.  

 幼虫の記載については，奥谷ら(1959)，奥谷

(1962, 1965, 1971)がある．キバチ科の幼虫は，

黄褐色で体長は最大 25 mm ほど，大あごは黒

褐色で触角は 1, 2 節．頭頂に溝はなく，胸部第

3 節の気門は腹部の気門とほぼ同大となる．本

科の幼虫は中胸気門も認められ，計 10 個が胸

部・腹部の側方に認められる．尾端突起の基部

に通常こぶが見られる． 

 キバチ亜科の幼虫は針葉樹に穿孔し，頭頂会

線と額頭頂会線のいずれか一方，あるいは両方

が認められる．ヒラアシキバチ亜科の幼虫は広

葉樹に穿孔し，頭頂会線と額頭頂会線のいずれ

も欠く．キバチ亜科のルリキバチ属では触角に

偽節があり，そのため 2 節のように見える．頭

頂会線は額近くのみに認められ，額頭頂会線は

かなり明瞭に見られる．オナガキバチ属では，

触角は 1 節，額頭頂会線はかなり明瞭に見られ，

尾端突起の基部にこぶが生じない．キバチ属で

は，触角は 1 節(ニホンキバチでは偽節があり 2

節; 図 18 B)，額頭頂会線は額の下方の頭盾付

近だけで見られ，尾端突起の基部にこぶが見ら
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れる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18. 幼虫の形態．A, ヒラアシキバチ  Tremex 

longicollis; B, ニ ホ ン キ バ チ  Urocerus 

japonicus, 頭部正面観 ; C, ルリキバチ属 

Sirex, 頭部正面観. (奥谷ら, 1959; 奥谷, 1971

を参照) 
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